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国土交通省 関東地方整備局
荒川上流河川事務所新聞掲載業務による広報

広く地域住⺠に対し、出水に対する備え等を情報を提供することにより、防災・減災に対する意識・関心を高めていただく
とともに、河川事業の役割や意義についても理解を深めていただくことを目的に4回/年の定期連載と特集記事を埼⽟県
内の新聞に掲載している。

R6.7.27掲載記事

R6.9.28掲載記事 R6.3.16掲載記事 1



国土交通省 関東地方整備局
荒川上流河川事務所新聞掲載業務による広報

2R7.3.8掲載記事

・埼玉大学写真部の学生さんが荒川で行われた
撮影会に参加
・部員それぞれが選んだ1枚をきっかけに流域治水
について荒川上流河川事務所職員と語り合った

概要

◆流域治水を知って変わったこと
・当事者意識が大切だと考えるようになった。
・行政に任せるだけでなく、市民や企業も自分事
として行動することが被害軽減に繋がると知った。
・災害時の連絡方法や避難経路を家族で共有する
など自分にもできることを意識するようになった。

◆流域治水を広げるために必要だと思うこと
・自分が暮らす地域のリスクを知ることが大切だと
実感した。
・地域活動に合わせて水害リスクを学ぶなど、知る
機会が増えれば理解が深まると思う。
・地震に対して水害への危機感はなぜか薄い。
水害を想定した避難訓練は機会が少ないと思う。

主な意見
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・東京デザイン専門学校の学⽣に流域治水に関するポスターを制作いただきました。
・趣旨は「水害を自分事化して、自分が今できることをみんなで取り組んでいこう」です。
・ポスターを制作するにあたって、流域治水とは何かを理解してもらうため、事前に概要
を説明しました。
・荒川水系（埼⽟ブロック）流域治水協議会の構成員に配布しています。

流域治水ポスター 東京デザイン専門学校との取り組みについて

概要説明の様子

流域治水ポスター 全14作品
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国土交通省 関東地方整備局
荒川上流河川事務所流域治水ポスター 東京デザイン専門学校との取り組みについて

ポスター掲示の様子

荒川調節池工事事務所

荒川上流河川事務所

川越市 さいたま市 鴻巣市

所沢市 埼⽟森林管理事務所
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国土交通省 関東地方整備局
荒川上流河川事務所ロゴマークの一般公募


